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1，　 ま え が き

　今 か ら約2000 年前，弥生時代 に構築 さ れ た 吉野 ヶ 里

遺跡墳丘墓 （B．C，1世紀 ） は 我 が 国 に お け る ， 最古の

巨大 盛土構造物の
一

つ で あ る。版築様 （層状。版築 に似

た とい う意味）の 丁 寧 で か つ 高密 な締固 め で あ る。弥生

の 時代 に，既 に 高度 な構築 技術 が駆 使 さ れ て い る こ と が

伺 わ れ る1〕・2）。吉野 ヶ 里墳丘墓 の ル
ー

ツ は ど こ なの か。

中国
・
長江下流域 の 江南に 多 く見か け られ る 土 燉墓 （ど

とん ぼ） （B ，C．800 〜500） で はな い か とい わ れ て い る。

最近，江南の 寧鎮 （南 京
・鎮 江 ）地 区 の 土 燉 墓 を見 て 回

る機会に恵 まれ た の で ，土鐓墓 に つ い て 報告 した い 。

2． 吉野 ヶ 里 墳丘墓の 概要

　佐賀県神埼郡 の 吉野 ヶ 里遺跡 に ， 直線距離で 850m

離れ て 北墳丘 墓 と南墳 丘 墓 が あ る。 と も に 今 か ら2000

年前 に 構築された。北墳丘 墓
1）・2〕は ， 南北約40m

， 東 西

約27m 以 上 ，高 さ 約2．5 （か つ て は 4〜5）m で あ る。

14の か め 棺 な らび に 細型銅剣 や ガ ラ ス 管モ な どの 副葬

品 が 出 ⊥ して い る。墳 丘 の 中心 部 か ら南側 に か け て は

10〜30cm 厚 の 層状 の 締固め で あ り ， 版築様 と い え る 。

締固 め 度 は85〜94％で あ る。

　南墳丘 墓 は東西 45m
， 南北48　m ，残存高さ2．8　m で

あ る。昨年1998年 か ら本格的 な 考古学調査が 始 ま っ て

い る が，か め棺 は 見 つ か っ て い な い 。最近 に な っ て，い

わ ゆ る墓 で は な く，祭祀用 の 盛土 で はない か とい われ て

い る。 トレン チ 断面 か ら は，北墳丘 墓 に似た 版築様 の 締

固め の 様子 が見 られ る。

3．　 中国 ・江南の土 燉墓

　中国
・
長江 の 江南 地 帯 の 土 嫩 墓 3）が 吉 野 ヶ 里 墳丘墓 の

原型 で あ る とする考 古学研 究者 の 考察
4）
’“8）が あ る 。

「燉」 は 「土 を 盛 り上 げ た もの 」 とい う意味で あ る。そ

れ ゆ え ，「土 燉 墓」 は 「土 を盛 り上 げ た墓 」 を意味 す る 。

「墳丘 墓 の 構築方法は 江南 の 土 燉 墓 に 共 通 す る可 能性 が

あ る」 と指摘す る 森浩
一

氏
4）に よると， 「乾燥 した 華北

で は，地 面 よ り深い と こ ろ に墓室 を掘 っ て 死者を埋葬 し，

その 上 に 目印 と して 墳丘 を 築 く。した が っ て 墳丘 内に は

埋 葬施 設 が な い の が
一

般 的で あ る」。
「こ れ に 対 し，華中

とくに 江南は，湿潤な土地 が 広が るた め に ， 地 下 に 墓室

20

を掘 れ ば，湿 気 や 水 分 の た め 屍は保存さ れ に くい の で，

地面 を盛 り上 げ る こ と で 構築 した 墳丘 の 内部 に埋 葬施設

を設 け る 。
こ の 場 合 の 墳 丘 は，華北 の よ うに 単 な る墓 の

存在 の 目印で は な く埋 葬施設を内部 に 設 け るた め の もの

で あ る」。 「した が っ て墳丘 の構築 は，少量 ず つ の 土 を 突

固 め ながら，
．
丁寧 に 築かれる。こ れが土鐓墓 で ある」。

　 同 じ く 「土 嫩 墓 が墳丘墓の 源 流 で は な い か 」 とい う樋

口 隆康氏5）が 江南 の 土燉墓 に つ い て 書 い て い る。少 し長

い が 紹介 した い
。 「江南 の 土燉墓 と は 盛土墳 で ， 地上 に

埋葬 した もの で ある。中原 の殷 ・周時代 の 墳墓は地下深

く坑 を掘 っ て 埋 葬 して あ り，墳丘 を も た な い の が通例で

あ る。墳丘 は 秦代 以 降 に 出現 した と さ れ る の で ，江 南 の

土燉 墓 は 中国 に おけ る 墳 丘 初現 の 例 に な る か も しれ な

い 」。「こ の 土燉墓 は 長江 下流，特に 江蘇省南部の 太湖周

辺 か ら浙江省杭州 や安徽省屯渓 ま で に分布 して い る。す

な わ ち 呉 越 の 地 で あ る。丘 陵 か ら平 野 に か け て ，径 15

〜30m ， 高 さ 2〜3　m ほ どの 大小 の 塚 が 群 在 して い る 」。

「こ の 土燉墓 の 盛土は版築 で は な く
一

つ の 土 燉墓 の 中に

数個 の 埋 葬 が な され て い る 。 それ らは 地面 に 礫石 を敷 い

た り，紅焼土を詰めた りして棺床 として い る。石を遣体

の ま わ りに 並 べ て 囲 っ た り，あ る い は 石 室 を築 い た り し

て い る 。 そ の 石 室 も竪穴式 と横穴式 の 両 タ イ プが ある 。

こ れ らの 上 壊 墓は だ い た い 西 周時代 か ら春秋時代 に か け

て の もの で あ る 」。「こ の 墓か ら出土 す る遺物 は，印文硬

陶 と原始施釉陶 が 大半 で あ り，ま た 青銅器 も出 るが，中

原 の 文物 とは異 な っ た 図文 を も っ て お り， 銅剣は身柄一

鋳 の もの で あ る」。

　宮本
一

夫ft7）は，「同 じ江南で も，寧鎮 （南京，鎮江）

地 区 と太 湖 周 辺 地 区 は 地 形 的 な 違 い と と も に 中原の 文化

導 入 に 相違 が あり，そ の 結果，西周期 以 降墓 葬 の 風 習 に

お い て も違 い を もた ら した 。 寧鎮地 区 は 土 燉墓 で あ り，

太湖周辺は土鐓石室墓で あ る。」 と述 べ て い る 。

　 中国 中央民族大学 の 楊楠氏
9）は 江南 の 土燉墓 を，図

一

1 に 示 す よ う に 3地 区 に 分 け て い る。  黄 山 ・
天台山

南地区，  太湖 ・杭州湾地 区，  寧鎮 地 区。揚楠氏に よ

る と ， 「初 め ， 土 燉墓 は 夏 と殷 （商 ） の 変 わ り目の 頃

（B．C．1600年頃，著者記 入 ），浙江省 の 西南部 と福建省

の 北部 （黄 山 ・
天台山 南地 区）に 出現 した。こ れ が 殷代

後期 に 太 湖 ・杭 州 湾 地 区 に，西 周 （B ．C ．1050年 〜）前

に寧鎮地 区に 拡大 して い っ た」。 「黄山
・
天台山南 地 区 と

　 　 土 と 基礎，48− 8 （511）
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1  黄山
・
天台山南地区，  太湖

・杭／1・1・1湾地区，  寧鋤也区，図1初 数

字は土 とん墓がある地域，その内
一
部の地域名を以下に示す．

1．鎮江　 2．丹徒　 3．丹1易　 4，江寧　 5，句容　 7，高淳　 9．銅陵

17，金壇　21．無錫　25，蘇州　27　湖，
1．1・129．金IL　32，安吉　33．徳清

34，余杭　38．紹興　4じ　余姚　且 ．慈渓　43，舟山　4S．屯渓　5S．金華

58、　」饒　　59　　光1畢　　6D．　蒼南；

図
一 1　 江 南 に お け る 土 燉墓 分 布図 （参考 文 献 9）よ り 引

　 　 　 用。一
部書 き直 し）

寧鎮地区は土燉墓で あ り，石室墓 がない 。太湖 ・杭州湾

地区は 土 燉石 室墓 が 多い 」。「黄 山
・
天台山南地区の 土 燉

墓 は ほ とん どが
一燉一

墓 で あ る 。 太 湖 ・杭州湾地 区 と寧

鎮地 区 の 土激墓 は 一
燉
一

墓 と
一

燉 多墓 の 2種類 が あ

る」。

4． 調査 した土燉墓

著者 ら は 1998年 11月 ， 寧鎮 （南京
・鎮江 ）地 区 の 土

August ，2000
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數墓 を 見 て 回 っ た
。 図

一 2 に示 す 5 箇所 の 土 燉墓群 で

ある。こ れ ら は B．C．800〜500年 （西周〜春秋時代） の

も の で ，直径 10〜30m ，高さ 2〜5m の ほ ぼ 円 形 の 人

工 盛 土 で あ る。の どか な 田 園地帯 や 丘陵地帯に 分布して

お り，そ の数は数万 個 に も及 ぶ 。
こ れ らの 土 燉墓を ロ 絵

写真
一 6〜7 ， 写真

一 1〜3 に示す。

　今回 調査 した ほ とん どの 土 數墓 は，頂上 部 ま で 開墾 さ

れ，芋や トウ モ ロ コ シ な ど農作物 が 植 え られ て い た。ま

た 土 燬墓 の 構築 土 を，煉 瓦 や 道 路 工 事 の 材 料 と して 利 用

す るため，掘削され，姿を消 したもの も多い。部分的 に

掘 削さ れ て 放置さ れ た ま ま の も の や，近 く完全 に掘削 ・

除去され る もの もあ っ た。

　 金壇 の 連山土燉墓は標高，数 10〜50m の 丘 陵地 に 群

を な して 存在 して い る 。 その 数 は270以上 で あ る 。 そ の

うちの
一

つ の 土燉墓 で ，か な りの 部分が掘削されて 崖状

の 断面 を見 せ て い る もの が あ り，こ れ か ら試料 を採取し

た。ロ 絵写 真一 8 に示 す よ うに，層状 に堆積 して お り，

原地盤 を含め 5 層からな る。上 か ら 4 層 目の 白 っ ぼ く

見 え る 土 が 土 鐓墓 の核を な す もの で，この 上 の 層 （ロ絵

写真
一 8（b）3層 目） は，焼 い た 土 を用 い て い る よ うで

あ る 。 こ れ らの 物理 的 な性 質を ，土 燉 墓 を構 成 す る 「下

蜀黄土」 ｛鎮江郊外，句容市 の 切土斜面 か ら採取｝ と も

に表一 1に示 して い る 。 吉野 ヶ 里 丘 陵土 と同 じ く，礫を

含まず，統
一

分類法 で は MH に 属 する。こ の 「下蜀黄

土 」 は寧鎮丘 陵を 形成 して い る 。

　著者 の
一

人 で あ る 張敏 ら に よ る連 山土 數 墓の 考古 学 調

査 結果
1°〕を一

部紹介 す る 。こ れ は 東 西 長21．7m ，南北

22．5m ，高さ3．9　m の 土饅頭型土 燉墓 で あ る 。 図一3 に

示す よ うに ， 原地盤を入 れ て 7 層か らな る。第 1層 ：

表 層5〜20cm ，第2 層 ： 茶色 土 層 （栗紅土 ）0〜115

cm ，第 3 層 ： 黄 色土層 0〜75　cm ，土 燉 の 頂部 ，第4

層 ： 薄 い 灰 色 土 層 ， 土 燉墓 の 核 で あ る。0〜86cm ，第

5 層 ： 黄灰色土層 ，5〜20　cm ，敷均 し層。第 6 層 ： 黄

　　　　　　　　 色土 層，5〜15　cm ，元 の 原地盤 の

図
一2　 寧鎮地 区 に お け る土 燉墓 分布地 点 と （● ） と調 査

　　　 地 点 （烏山，沙 塘庵，浮 山，連山 ，春城 ）

表層 ，第 7 層 ； 原 地 盤 の 茶 色 土 層

（栗 紅 色）。 こ の 第 4層 （深 さ3．8

m ）に土 器 や 石 を 並 べ た 石床 （長さ

2．4m ，幅 0．6〜1，4m ），（図
一 3 の

記 号 M1 ） に 死 体 を寝 か せ て い た よ

うで あ る 。 石床 の 石 の 数は160個 で，

大 き さ は20〜40cm 程度 で あ る 。

こ こ で は人 の 歯が見つ か っ て い る。

な お 図中の Q6，　Q7 は陶器類の 陪葬

物 で あ る。
こ の 土嫩墓を含めて，著

者 らが 調査 した 土 燉墓 が 果た して 版

築あ る い は版 築状 の締固めがな され

た か は い ま だ 分か っ て い な い。

5．　 あ と が き

　寧鎮地区の 土燉墓 の ほ とんどが頂

部まで耕さ れ ， 農耕地 と して利用 さ

れて い る。構 築土 が 土木材料 と して

　 　 　 　 　 　 　 　 　 2］
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表一 1　 連 山 土 燉墓群 の
一

土 燉 墓の 試 料

粒 度分布 （％）

（9儡 （衛 （
甜 P

％）
4

礫 砂 シ ル ト 粘土

土 の

分類

鎮 江郊外 自然 土 2，706 50．523 ．2 273 0 10，5 69．5 20．0 MH

土燉墓第
一

層 2．765 55．5 25．4 30，10 ．0 6，4 44，6 49．0 CH

土 燉墓第二 層 2．709 38．0 19．6 18、40 7．4 55．6 37，0 MH

土 燉 墓第三 層 （焼い た 土 ） 2．759 （
一） 〔

一） （
一） （一〉 （

一
） （

一
） （

一
） 焼 き土

土壊 墓第四層 （核） 2．721 36．5 18．7 17．80 5．2 64．8 30．0 MH

1

B

2Q6

鱗

3

写 真一1　 頂部 ま で 耕 され た土 數墓。連 山

写真一2　 住 宅が迫 る野菜 畑の 土 暾墓。沙塘庵

写真
一3 煉瓦 を 焼 く窯 と して 利用 さ れ て い る 土 燉墓。春

城

Ml
　

4
　　髦蕪 　　

2

　　 B
’

　 　 5
　　　 。一 ．

　 　 　 　 　 　 　 e　　 2　　 4m
　 　 　 　 　 　 　 一

図
一3　 土 嫐 墓 断 面 図 （参考 文献 10）よ り引用 ）

適して い る た め か，掘削，破壊 さ れ る もの が 多い よ うで

あ る。寧鎮地 区 を含 む江 南 の 土 燉墓 は，数 が 多い こ と と

経費 の 問題 か ら ， 十 分 な調査が な さ れ て い る とは 言 え な

い
。 しか も，地盤工 学的 な観点 か ら の 考察はほ とんどな

い。

　今回 は，土嫩墓の 紹介 に終 わ っ た が，今後 は 本格的 な

地 盤調査 を 行 っ て ，地 盤工 学的 な考 察 と構築 の 技術 を解

明 を行い ，吉野 ヶ 里墳丘 墓 との 関連性 に つ い て究明 して

い きた い 。
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